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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

外部空気と⼆酸化炭素の両⽅を受け⼊れて混合気体を⽣成する混合気体⽣成部と、

前記混合気体を対象から離れた位置で⼤気に供給する排出部であって、前記混合気体が前記対象に供給されるとき、前記対象か

ら１４ｃｍ以上離れる前記排出部と、

前記対象と前記排出部との間の距離を測定する距離測定センサーと、

制御部と、を備え、

前記制御部は、⼤気に供給される前記混合気体中の⼆酸化炭素濃度を３０，０００〜１００，０００ｐｐｍの範囲内に制御し、

前記距離測定センサーによって得られた前記対象と前記排出部との間の距離に基づいて、前記排出部から離れた前記対象におけ

る前記⼆酸化炭素濃度を１５，０００〜２５，０００ｐｐｍの範囲内に制御する⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム。

【請求項２】

前記混合気体⽣成部は、

前記⼆酸化炭素を供給する供給部と、

前記供給部から供給された⼆酸化炭素と外部空気の両⽅を受け⼊れて前記混合気体を⽣成する混合部と、を含み、

前記制御部は、前記混合気体の⼆酸化炭素濃度を制御するために、前記供給部から混合部に供給される⼆酸化炭素の流量を制御

するか、または外部からの外部空気の流⼊量を制御する請求項１に記載の⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム。

【請求項３】

前記供給部は、使い捨てのガスタンクである構造を備える請求項２に記載の⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム。

【請求項４】

前記排出部は、前記混合気体の出⼝と前記混合気体⽣成部の出⼝との間で前記混合気体の通路を提供する流路部を含み、

前記流路部は、前記排出部と前記対象との間の距離を調節できるように伸縮または形状変更可能である請求項１に記載の⼆酸化

炭素を利⽤した睡眠誘導システム。

【請求項５】

前記⼆酸化炭素濃度を測定する濃度測定センサーをさらに備え、

前記濃度測定センサーは、前記排出部の出⼝に隣接して設けられている請求項４に記載の⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システ

ム。

【請求項６】

使⽤者の睡眠状態を感知する睡眠状態感知センサーをさらに備え、

前記睡眠状態感知センサーは、前記混合気体が設定時間の間に噴射された後に睡眠状態を感知し、

前記制御部は、睡眠状態感知信号を受信し、前記睡眠状態感知信号に基づいて前記混合気体の噴射を制御し、前記使⽤者が睡眠

状態であると判断すると、前記混合気体の噴射を終了させ、前記使⽤者が睡眠状態ではないと判断すると、前記混合気体の噴射

を所定時間延⻑させる請求項１に記載の⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム。

【請求項７】

噴射された前記混合気体の⼆酸化炭素の濃度を低くするための固体酸素を貯蔵し、前記固体酸素を周辺に広くまき散らすための

拡散ファンを有する浄化部をさらに含み、

前記制御部は、前記混合気体の噴射が終了すると、前記浄化部の拡散ファンを駆動させて前記固体酸素を対象に拡散させる請求

項１に記載の⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム。

【請求項８】

前記制御部は、外部端末にデータ信号を送信し、前記外部端末からデータ信号を受信するように構成された通信部を含み、

前記制御部は、前記外部端末から受信したデータ信号により前記混合気体の⼆酸化炭素濃度を制御する請求項１に記載の⼆酸化

炭素を利⽤した睡眠誘導システム。

【請求項９】

⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置であって、
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前記睡眠誘導装置の外部からの外部空気の提供を受け取り、前記睡眠誘導装置の内部に外部空気を供給する外部空気流⼊部と、

前記外部空気流⼊部に隣接して配置され、⼆酸化炭素を供給する供給部と、

前記外部空気と前記⼆酸化炭素の両⽅を受け⼊れて混合気体を⽣成する混合部と、

前記混合部と連結され、前記混合部から前記混合気体を提供されて対象から離れた位置で前記混合気体を⼤気に噴射する排出部

であって、前記混合気体が前記対象に供給されるとき、前記対象から１４ｃｍ以上離れる前記排出部と、

前記排出部と前記対象との間の距離を測定する距離測定センサーと、

制御部と、を含み、

前記制御部は、⼤気に供給される前記混合気体中の⼆酸化炭素濃度を３０，０００〜１００，０００ｐｐｍの範囲内に制御し、

前記距離測定センサーによって得られた前記対象と前記排出部との間の距離に基づいて、前記排出部から離れた前記対象におけ

る前記⼆酸化炭素濃度を１５，０００〜２５，０００ｐｐｍの範囲内に制御する⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置。

【請求項１０】

前記供給部は、使い捨てのガスタンクである請求項９に記載の⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置。

【請求項１１】

前記排出部は、前記混合気体の出⼝と前記混合部の出⼝との間で前記混合気体の通路を提供する流路部を含む請求項９に記載の

⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置。

【請求項１２】

前記流路部は、噴射部と対象との間の距離を調節することができるように伸縮または形状変更可能である請求項１１に記載の⼆

酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

本発明は、⼆酸化炭素を利⽤した睡眠システムおよび睡眠誘導装置に関する。

【背景技術】

【０００２】

ストレスによる不眠症の症状は社会全般で拡⼤しているのが実情である。不眠症とは、単純に熟眠を取ることができない症状に

加えて、睡眠時間や維持の困難または寝て起きても簡単にリフレッシュされない睡眠障害の症状などを含む。

【０００３】

不眠症の症状が持続する場合、疲労感や集中⼒の低下および気分障害、痛み、⽇常⽣活機能障害などがもたらされ、⻑く持続す

るほど疾患の発症率が⾼くなる。

【０００４】

このような不眠症を解決するための⽅法として、睡眠薬の服⽤が広く知られている。睡眠薬は、脳の特定の受容体に強い衝撃を

加えて睡眠させることで、本質的に鎮静剤と似た役割をする。

【０００５】

睡眠薬は、当⾯の睡眠には役に⽴つことができるが、頻繁に服⽤してみると、耐性が⽣じ、より多くの量を服⽤しなければなら

ず、睡眠薬をやめる場合、不眠症の症状がひどくなる副作⽤がもたらされることがある。

【０００６】

これにより、最近では睡眠を誘導することができるように外部環境を作って⾝体に直接影響を与えることなく、快適な睡眠を誘

導する装置が開発されている。

【０００７】

⼀⽅、密閉された空間内の⼆酸化炭素の⾼濃度が眠気を誘発させるという事実は広く知られており、⼆酸化炭素の濃度が２，０

００ｐｐｍ以上になると眠気を誘発させるということは⽶国空気質関連基準で確認することができる。

【発明の概要】

【発明が解決しようとする課題】

【０００８】
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本発明の⼀つの⽬的は、睡眠に困っている使⽤者が吸引する空気の⼆酸化炭素濃度を⼀時的に⾼めることによって睡眠を誘導で

きる睡眠誘導システムを提供することである。

【０００９】

本発明のもう⼀つの⽬的は、睡眠に困っている使⽤者が吸引する空気の⼆酸化炭素濃度を⼀時的に⾼めることによって睡眠を誘

導できる睡眠誘導装置を提供することである。

【課題を解決するための⼿段】

【００１０】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システムは、供給される⼆酸化炭素と空気を混合して⼆酸化炭素濃度

が設定範囲を満⾜する混合気体を⽣成する混合気体⽣成部と、前記混合気体を使⽤者の顔⾯から離れた位置で噴射する排出部

と、噴射される前記混合気体の⼆酸化炭素濃度を測定する濃度測定センサーと、測定された前記⼆酸化炭素濃度に基づいて前記

混合気体⽣成部で⽣成される混合気体の⼆酸化炭素濃度を設定範囲の以内に調節する制御部と、を備える。

【００１１】

本発明の⼀実施形態によれば、前記⼆酸化炭素濃度の設定範囲として、混合気体⽣成部の混合部基準は３０，０００〜１００，

０００ｐｐｍであり、使⽤者吸引基準は１５，０００〜２５，０００ｐｐｍであってもよい。

【００１２】

本発明の⼀実施形態によれば、前記混合気体⽣成部は、前記⼆酸化炭素を供給する供給部と、前記供給部から供給された⼆酸化

炭素を空気と混合して前記混合気体を⽣成する混合部と、前記混合気体を収容する貯蔵部と、を含み、前記制御部は、前記混合

気体の⼆酸化炭素濃度を調節するために、前記供給部から混合部に供給される⼆酸化炭素の流量を制御するか、または外部から

の空気の流⼊量を制御してもよい。

【００１３】

本発明の⼀実施形態によれば、前記供給部は前記混合部に着脱可能に連結される構造を備えてもよい。

【００１４】

本発明の⼀実施形態によれば、前記排出部は、前記混合気体の移動通路を提供する流路部と、前記流路部を通じて伝達された前

記混合気体を使⽤者の顔⾯に向かって噴射する少なくとも⼀つ以上の噴射⼝を有する噴射部と、を含み、前記流路部は、前記噴

射部と使⽤者の顔⾯までの離隔距離を調節できるように伸縮または形状変更可能な構造であってもよい。

【００１５】

本発明の⼀実施形態によれば、前記噴射部の⼀⽅側には、噴射部と使⽤者の顔⾯との間の距離を測定する距離測定センサーが設

けられ、前記制御部は、距離測定信号に基づいて混合気体の⼆酸化炭素濃度の範囲を設定してもよい。

【００１６】

本発明の⼀実施形態によれば、前記濃度測定センサーは、前記噴射部の⼀⽅側または流路部の⼀部に設けられてもよい。

【００１７】

本発明の⼀実施形態によれば、前記使⽤者の睡眠状態を感知する睡眠状態感知センサーをさらに備え、前記睡眠状態感知セン

サーは、前記混合気体が設定時間の間に噴射された後に前記使⽤者の睡眠状態を感知し、前記制御部は、睡眠状態感知信号が伝

達されて使⽤者が睡眠状態であると判断すると、前記混合気体の噴射を終了させ、使⽤者が睡眠状態ではないと判断すると、前

記混合気体の噴射時間を延⻑させることができる。ただし、延⻑できる噴射時間の合計は、所定の範囲内に制限されることがで

きる。

【００１８】

本発明の⼀実施形態によれば、噴射された前記混合気体の⼆酸化炭素の濃度を低くするための固体酸素を貯蔵し、前記固体酸素

を周辺に広くまき散らすための拡散ファンを有する浄化部をさらに含み、前記制御部は、前記混合気体の噴射が終了すると、前

記浄化部の拡散ファンを駆動させて前記固体酸素を使⽤者の周辺に拡散させることができる。

【００１９】

本発明の⼀実施形態によれば、前記制御部は、外部端末にデータ信号を送受信できる通信部を含み、前記制御部は、前記外部端

末から受信した信号により前記混合気体の⼆酸化炭素濃度の範囲を設定することができる。
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【００２０】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置は、外部からの外部空気の提供を受ける外部空気流⼊部と、前記

外部空気流⼊部の下部に配置され、⼆酸化炭素を供給する供給部と、前記外部空気流⼊部および前記供給部の間に配置され、前

記供給部から供給された⼆酸化炭素を空気と混合して、⼆酸化炭素濃度が設定範囲を満⾜する混合気体を⽣成する混合部と、前

記排出部と連結され、前記混合部から前記混合気体を提供されて使⽤者の顔⾯から離れた位置に前記混合気体を噴射する排出部

と、を含む。

【００２１】

本発明の⼀実施形態によれば、前記⼆酸化炭素濃度の設定範囲として、前記混合部の基準は３０，０００〜１００，０００ｐｐ

ｍであり、使⽤者吸引基準は１５，０００〜２５，０００ｐｐｍでありうる。

【００２２】

本発明の⼀実施形態によれば、前記供給部は、前記混合部に着脱可能に連結される構造を有することができる。

【００２３】

本発明の⼀実施形態によれば、前記排出部は、前記混合部と連結されて前記混合気体の移動通路を提供する流路部と、前記流路

部を通じて伝達された前記混合気体を使⽤者の顔⾯に向かって噴射する少なくとも⼀つ以上の噴射⼝を有する噴射部と、を含

む。

【００２４】

本発明の⼀実施形態によれば、前記流路部は、前記噴射部から使⽤者の顔⾯までの離隔距離を調節することができるように伸縮

または形状変更可能である。

【００２５】

本発明の⼀実施形態によれば、前記排出部は、前記噴射部と使⽤者の顔⾯との間の距離を測定する距離測定センサーをさらに含

む。

【００２６】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置は、前記供給部および前記混合部を内部に収容するハウジング

と、前記ハウジングと連結され、前記睡眠誘導装置を固定できる固定部と、をさらに含むことができる。

【発明の効果】

【００２７】

本発明による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システムは、⼆酸化炭素と空気を混合して⼆酸化炭素の濃度が設定範囲を満⾜する

混合気体を⽣成し、前記混合気体を使⽤者の顔⾯から離れた位置で定められた時間の間噴射して睡眠に困っている使⽤者が吸引

する空気の⼆酸化炭素濃度を⼀時的に⾼めることによって使⽤者の睡眠を誘導することができる。

【００２８】

本発明による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置は、⼆酸化炭素と空気を混合して⼆酸化炭素の濃度が設定範囲を満⾜する混合

気体を⽣成し、前記混合気体を使⽤者の顔⾯から離れた位置で定められた時間の間噴射して睡眠に困っている使⽤者が吸引する

空気の⼆酸化炭素濃度を⼀時的に⾼めることによって使⽤者の睡眠を誘導することができる。

【図⾯の簡単な説明】

【００２９】

【図１】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システムを概略的に⽰すブロック図である。

【図２】本発明の⼀実施形態による排出部を通じて混合気体が使⽤者に噴射される様⼦の概略図である。

【図３】本発明の⼀実施形態による使⽤概略図である。

【図４ａ】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略正⾯図である。

【図４ｂ】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略側⾯図である。

【図４ｃ】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略背⾯図である。

【図５】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の流路部が展開されて噴射部で噴射部が排出されるのを

順次的に⽰した図である。
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【図６】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の流路部が展開されて噴射部で噴射部が排出されるのを

順次的に⽰した図である。

【図７】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略斜視図である。

【図８】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略断⾯図である。

【図９】本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の⼀部のハウジングを除去して、内部を観察することが

できるように⽰した斜視図である。

【発明を実施するための形態】

【００３０】

以下、添付した図⾯を参照しながら本発明の実施形態に対して本発明が属する技術分野で通常の知識を持つ者が容易に実施する

ことができるように詳細に説明する。しかし、本発明は様々な異なる形態で実現することができ、ここで説明する実施形態に限

定されない。図⾯で本発明を明確に説明するために説明と関係ない部分は省略し、明細書全体を通じて同⼀または類似の構成要

素に対しては同⼀の参照符号を付した。

【００３１】

明細書全体では、いくつかの部分が他の部分と「連結」されている場合、これは「直接的に連結」されている場合だけでなく、

その中間に他の部材を間に置いて「間接的に連結」されている場合も含む。

【００３２】

また、どの部分がどのような構成要素を「含む」とする場合、これは特に反対される記載がない限り、他の構成要素を除外する

のではなく、他の構成要素をさらに含むことができるのを意味する。

【００３３】

空間的に相対的な⽤語である「下（ｂｅｌｏｗ）」、「下⽅（ｂｅｎｅａｔｈ）」、「下部（ｌｏｗｅｒ）」、「上（ａｂｏｖ

ｅ）」、「上部（ｕｐｐｅｒ）」等は図⾯に⽰すように⼀つの構成要素と他の構成要素との相関関係を容易に記述するために使

⽤することができる。空間的に相対的な⽤語は、図⾯に⽰されている⽅向に加えて使⽤時または動作時の構成要素の異なる⽅向

を含む⽤語として理解されるべきである。例えば、図⾯に⽰されている構成要素を観察した場合、他の構成要素の「下（ｂｅｌ

ｏｗ）」または「下⽅（ｂｅｎｅａｔｈ）」として記述された構成要素は、他の構成要素の「上（ａｂｏｖｅ）」に置かれるこ

とができる。したがって、例⽰的な⽤語である「下」という下と上の⽅向を全部含むことができる。構成要素は、他の⽅向で配

向されることができ、これにより、空間的に相対的な⽤語は配向によって解釈されることができる。

【００３４】

図１は、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システムを概略的に⽰したブロック図である。

【００３５】

図１を参照すると、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０は、混合気体⽣成部１００と、排出

部２００と、センサー部３００と、制御部４００と、を含むことができる。

【００３６】

本発明の⼀実施形態による前記混合気体⽣成部１００は、供給される⼆酸化炭素（ＣＯ２）と空気を混合して前記⼆酸化炭素の

濃度が設定範囲を満⾜する混合気体を⽣成することができる。

【００３７】

前記混合気体⽣成部１００は、⼆酸化炭素を供給するための供給部１１０と、前記供給部１１０から⼆酸化炭素を供給されて混

合気体を⽣成するための混合部１２０と、前記混合気体を収容するための貯蔵部１３０と、を含むことができる。

【００３８】

前記供給部１１０は、内部に⼆酸化炭素を貯蔵し、混合部１２０に⼆酸化炭素を供給することができる。

【００３９】

例えば、前記供給部１１０は⾼圧のガスを貯蔵できるガスタンク、ボンベまたはチャンバーでありうる。

【００４０】

前記供給部１１０はＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を含むことができる。これに
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より、前記供給部１１０が本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０に使⽤されるのに適切なの

か、例えば、本物であるかどうかを確認することができる。

【００４１】

前記供給部１１０は、⼆酸化炭素を供給する過程で内部に貯蔵された⼆酸化炭素を減少することができる。したがって、前記供

給部１１０が使い捨てである場合には供給部１１０の交換が可能なように、供給部１１０は混合部１２０に着脱または分離可能

に連結される構造でありうる。また、前記供給部１１０が再充填可能な繰返し⽤である場合には供給部１１０に⼆酸化炭素を注

⼊可能な構造でありうる。

【００４２】

前記供給部１１０は、⼆酸化炭素を供給するための配管１５０を介して混合部１２０に連結されることができ、前記配管１５

０の上には⼆酸化炭素の流量を調節するためのバルブ１４５が設けられて配管１５０の開閉制御が可能である。

【００４３】

例えば、前記バルブ１４５は制御部４００により電磁的に開閉が制御されるソレノイドバルブであってもよい。制御部４００は

バルブ１４５の開度を調節して混合部１２０に供給される⼆酸化炭素の流量を制御することができる。

【００４４】

前記混合部１２０は、供給部１１０から⼆酸化炭素を供給され、供給された⼆酸化炭素と空気を混合して⼆酸化炭素濃度が混合

部基準３０，０００〜１００，０００ｐｐｍまたは３〜１０％、使⽤者吸気基準１５，０００〜２５，０００ｐｐｍまたは１．

５〜２．５％を満⾜する混合気体を⽣成することができる。

【００４５】

独⽴的な実験の結果、使⽤者吸気基準として空気中の⼆酸化炭素の濃度が１．５〜２．５％を満⾜する場合、使⽤者に眠気を誘

発して睡眠誘導が可能になることを確認した。

【００４６】

本発明の⼀実施形態によれば、混合気体が使⽤者の顔⾯に提供されるか、または噴射される過程で、拡散によって濃度が薄くな

ることを考慮して、前記混合部１２０で⼆酸化炭素の濃度が３０，０００〜１００，０００ｐｐｍまたは３〜１０％を満⾜する

混合気体を⽣成することによって、噴射部２２０から１４〜２１ｃｍだけ離れた使⽤者の顔⾯に⼆酸化炭素濃度が１．５〜２．

５％である混合気体を提供することができる。

【００４７】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０は、⽶国労働安定庁および韓国を含む世界各国の政府か

ら指定された⼆酸化炭素の露出安全濃度（以下、「安全濃度」）ＴＷＡ－５，０００／ＳＴＥＬ－３０，０００の範囲内で混合

気体を⽣成する。「ＴＷＡ－５，０００」は平均５，０００ｐｐｍ以下で８時間以下に、「ＳＴＥＬ－３０，０００」は３０，

０００ｐｐｍで１５分以下に露出するのを意味する。

【００４８】

すなわち、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０の前記混合部１２０は安全濃度範囲内で混合

気体を⽣成する。また、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０は、前記排出部２００により、

使⽤者に前記混合気体を提供して、使⽤者の呼吸器の周りの濃度を安全濃度範囲内に調節しながら使⽤者に最適化された睡眠環

境を提供することができる。

【００４９】

前記貯蔵部１３０は前記混合部１２０で⽣成された混合気体を収容することができる。例えば、前記貯蔵部１３０は内部に収容

空間が⽤意されたハウジング構造で構成されて混合気体を収容したり貯蔵したりすることができる。前記貯蔵部１３０および前

記混合部１２０は⼀体でありうる。

【００５０】

図２は、本発明の⼀実施形態による排出部を通じて混合気体が使⽤者に噴射される様⼦の概略図である。

【００５１】

図２を図１と共に参照すると、本発明の⼀実施形態による前記排出部２００は、貯蔵部１３０から提供された混合気体を使⽤者

の顔⾯から設定距離ｄだけ離れた位置で噴射することができる。
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【００５２】

前記排出部２００は、例えば、接触式、短距離噴射式、および⻑距離噴射式のうち少なくとも⼀つの⽅式で混合気体を使⽤者の

顔⾯に噴射することができる。前記排出部２００が接触式で混合気体を噴射する場合、前記排出部２００はマスクを利⽤して混

合気体を噴射することができる。前記排出部２００が短距離噴射式で混合気体を噴射する場合、前記排出部２００は使⽤者の腕

や外部の外⼒を利⽤して混合気体を噴射することができる。前記排出部２００が⻑距離噴射式で混合気体を噴射する場合、前記

排出部２００は加湿器で気体が噴射される⽅式で混合気体を噴射することができる。

【００５３】

図⽰されていないが、前記排出部２００は前記排出部２００から排出される混合気体の温度および湿度のうち少なくとも⼀つを

調節する温湿度調節部を含むことができる。例えば、前記排出部２００から排出される混合気体の温度は、例えば、熱線によっ

て調節されることができる。例えば、前記排出部２００から排出される混合気体の湿度は、加湿器によって調節されることがで

きる。

【００５４】

前記排出部２００は、混合気体を移動させるための流路部２１０と、前記流路部２１０を介して渡される混合気体を噴射するた

めの噴射部２２０と、を含むことができる。

【００５５】

前記流路部２１０は、⼀端が貯蔵部１３０に連結され、他端が前記噴射部２２０に連結され、その内部に⽤意された流路を介し

て混合気体を前記噴射部２２０に移動させることができる。前記流路部２１０は、例えば、内部に混合気体提供管を含み、混合

気体を前記噴射部２２０に移動させることができる。

【００５６】

前記流路部２１０は、噴射部２２０と使⽤者の顔⾯との間の設定距離ｄを調節するか、または維持させられるように伸縮または

形状変更可能な構造でありうる。したがって、前記流路部２１０は、噴射部２２０と使⽤者の顔⾯との間の距離が近くなるよう

に⻑さが延⻑されることができ、噴射部２２０と使⽤者の顔⾯との間の距離が遠くなるように⻑さが収縮することができる。

【００５７】

前記噴射部２２０は、前記流路部２１０の他端に連結され、流路部２１０を介して伝達された混合気体を使⽤者の顔⾯に向かっ

て噴射することができる。

【００５８】

前記噴射部２２０は、混合気体を噴射する少なくとも⼀つ以上の噴射⼝２２１を有することができる。

【００５９】

前記噴射部２２０は、流路部２１０に連結されて使⽤者の顔⾯から設定距離ｄだけ離れている⾮接触状態であり、このような⾮

接触による噴射を介して使⽤者に不便さや不快感を誘発しないで睡眠を誘導することができる。

【００６０】

前記センサー部３００は、距離測定センサー３１０、濃度測定センサー３２０および睡眠状態感知センサー３３０を含むことが

できる。

【００６１】

本発明の⼀実施形態によれば、前記噴射部２２０の⼀⽅側に距離測定センサー３１０を設けることができる。

【００６２】

前記距離測定センサー３１０は、噴射部２２０と使⽤者の顔⾯との間の距離を測定することができる。

【００６３】

前記距離測定センサー３１０は、測定された距離測定信号を制御部４００で伝送し、制御部４００は噴射部２２０から使⽤者の

顔⾯までの距離が設定距離ｄを満⾜することができるように流路部２１０の⻑さを調節することができる。

【００６４】

使⽤者の睡眠を誘導するために、前記噴射部２２０と使⽤者の顔⾯との間の設定距離ｄは、１４〜２１ｃｍに設定することがで

きる、好ましくは、１７ｃｍに設定することができる。
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【００６５】

このような設定距離は、３〜１０％の⼆酸化炭素濃度を有する混合気体が噴射され、使⽤者の顔⾯に到達するまで拡散により濃

度が薄くなることを考慮したものであり、混合気体は設定距離ｄだけ移動する間、⼆酸化炭素の濃度が薄くなって約１．５〜

２．５％の状態で使⽤者の顔⾯に到達するようになり、使⽤者は１．５〜２．５％の⼆酸化炭素濃度を有する混合気体を吸引す

ることができ、これにより、使⽤者の睡眠が誘導されることができる。

【００６６】

本発明の⼀実施形態によれば、前記濃度測定センサー３２０は、使⽤者の顔⾯に向かって噴射される混合気体の⼆酸化炭素濃度

を測定することができる。

【００６７】

前記濃度測定センサー３２０は、噴射部２２０の⼀⽅側または流路部２１０の⼀部に設けられ、混合気体に含まれた⼆酸化炭素

の濃度を測定することができる。

【００６８】

前記濃度測定センサー３２０は、測定した⼆酸化炭素濃度信号を制御部４００に伝送し、制御部４００は、⼆酸化炭素濃度信号

に基づいて混合部１２０で⼆酸化炭素の混合⽐率を調節することができる。

【００６９】

例えば、前記濃度測定センサー３２０は噴射部２２０から排出される混合気体の⼆酸化炭素濃度を測定でき、測定した⼆酸化炭

素濃度が３５，０００ｐｐｍまたは３．５％である場合、制御部４００は⼆酸化炭素の混合⽐率をそのまま維持させることがで

きる。測定した⼆酸化炭素濃度が３５，０００ｐｐｍまたは３．５％未満である場合、制御部４００は⼆酸化炭素の混合⽐率を

⾼めることができる。測定した⼆酸化炭素濃度が３５，０００ｐｐｍまたは３．５％を超える場合、制御部４００は⼆酸化炭素

の混合⽐率を低くすることができる。

【００７０】

本発明の⼀実施形態によれば、前記睡眠状態感知センサー３３０は、使⽤者が睡眠状態であるか否かを感知することができる。

【００７１】

前記睡眠状態感知センサー３３０は、使⽤者の動きを取得するためのモーションセンサーでありうる。

【００７２】

前記睡眠状態感知センサー３３０は、使⽤者の動き信号を制御部４００に伝送し、制御部４００は、動き信号に基づいて使⽤者

の睡眠かどうかを判断および決定して混合気体の噴射を終了したり、延⻑させたりすることができる。

【００７３】

例えば、前記睡眠状態感知センサー３３０が測定した動き信号に基づいて、制御部４００は使⽤者が睡眠状態であると決定した

場合、制御部４００は混合気体の噴射を終了させることができる。

【００７４】

これとは異なり、前記制御部４００は使⽤者が睡眠状態ではないと決定した場合、制御部４００は混合気体の噴射時間を５分ず

つ延⻑させることができ、延⻑された噴射時間の合計は最⼤３０分を越えない。

【００７５】

図⽰されていないが、前記センサー部３００は使⽤者が睡眠状態または⾮睡眠状態である場合、使⽤者の⽣体指標を把握できる

⽣体指標センサー部をさらに含むことができる。例えば、前記⽣体指標センサー部は使⽤者の⼼拍数、⾎圧などを測定すること

ができる。前記⽣体指標センサー部は接触式または⾮接触式でありうる。前記⽣体指標センサー部が接触式である場合、前記⽣

体指標センサー部は、例えば、使⽤者と接触する接触センサーでありうる。前記⽣体指標センサー部が⾮接触式である場合、前

記⽣体指標センサー部は、例えば、使⽤者と接触しない⾮接触式レーダーでありうる。

【００７６】

前記⽣体指標センサー部が使⽤者の⽣体指標をセンシングすると、前記制御部４００は使⽤者の⽣体指標に基づいて使⽤者の睡

眠パターン、睡眠の質などを把握することができる。必要な場合、前記⽣体指標センサー部は使⽤者の睡眠状態を確認できるカ

メラと連動して、前記制御部４００に使⽤者の睡眠パターン、睡眠の質などを提供することができる。この時、前記⼆酸化炭素
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を利⽤した睡眠誘導システム１０は使⽤者の睡眠状態を確認できるカメラをさらに含むことができる。

【００７７】

前記制御部４００は、使⽤者の睡眠パターン、睡眠の質などを把握した後、病院訪問などが必要なのかなど、使⽤者に必要な個

別のフィードバックを提供することができる。

【００７８】

図⽰されていないが、前記センサー部３００は使⽤者の⾳声を認識できる⾳声認識部を含むことができる。例えば、前記⾳声認

識部が使⽤者の⾳声を認識すると、前記制御部４００は使⽤者の⾳声により、濃度調節、電源のオンオフなどの機能を実⾏する

ことができる。前記⾳声認識部は、例えば、⼈⼯知能スピーカーでありうる。

【００７９】

図⽰されていないが、前記⾳声認識部で認識された第１使⽤者の⾳声は⾳声録⾳部に録⾳されることができる。前記⾳声録⾳部

に録⾳された第１使⽤者の⾳声は前記制御部４００に提供され、第１使⽤者または第２使⽤者の睡眠時に提供されることができ

る。例えば、⾚ん坊の両親は前記⾳声認識部および前記⾳声録⾳部を通じて、⾳声を録⾳することができる。前記制御部４００

は、⾚ん坊の睡眠時に、録⾳された⾚ん坊の両親の⾳声（例えば、両親の⼦守唄）を⾚ん坊に提供して⾚ん坊の睡眠を助けるこ

とができる。

【００８０】

第１使⽤者の⾳声は、外部端末５０、例えば、携帯電話などに設置されたアプリを介して録⾳され、第１使⽤者または第２使⽤

者の睡眠時に提供されることもできる。

【００８１】

本発明の⼀実施形態によれば、前記⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０は、浄化部５００をさらに含むことができる。

【００８２】

前記浄化部５００は、排出部２００を介して噴射された混合気体に含まれた⼆酸化炭素を除去して⼆酸化炭素濃度を低くするた

めの固体酸素（図⽰せず）と前記固体酸素を使⽤者の周辺に広くまき散らすための拡散ファン（図⽰しない）を含むことができ

る。

【００８３】

前記制御部４００は、排出部２００を介して設定された時間の間、混合気体が噴射された後、噴射が終了すると、前記浄化部５

００の拡散ファンを駆動させて固体酸素を使⽤者の周辺に拡散させることができる。

【００８４】

これにより、前記固体酸素は使⽤者の睡眠誘導のために⼤気中に⾼濃度に広がっている⼆酸化炭素を除去することができる。

【００８５】

本発明の⼀実施形態によれば、前記制御部４００は、外部端末５０にデータ信号を送受信できる通信部４１０を含むことができ

る。

【００８６】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０は、前記通信部４１０により使⽤者の睡眠環境に関連す

るシステムまたは装置とデータ信号を送受信することができる。例えば、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠

誘導システム１０は、前記通信部４１０により加湿器、エアコン、カーテンなどと前記通信部４１０により無線に接続されるこ

とができる。本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０は、前記通信部４１０によりデータを送受

信して、加湿器、エアコン、カーテンなどを調節し、これにより、使⽤者に最適化された睡眠状態を提供することができる。

【００８７】

前記制御部４００は、外部端末５０から受信した信号により前記混合気体の⼆酸化炭素濃度の範囲を設定することができ、前記

排出部２００が使⽤者の顔⾯から離れた距離により⼆酸化炭素濃度の範囲を設定することができる。

【００８８】

図⽰されていないが、前記制御部４００は使⽤者それぞれに最適化された混合気体の濃度を決定し、それに応じて、混合気体の

濃度を調節することができる。前記制御部４００は、使⽤者それぞれに最適化された混合気体の濃度を決定する際に、使⽤者の

性別、年齢、⾝⻑、体重などの要素のうち少なくとも⼀つを考慮することができる。
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【００８９】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システム１０は、前記混合部１２０において安全濃度範囲内で混合気

体を⽣成し、前記排出部２００により、使⽤者に前記混合気体を提供して、使⽤者の呼吸器の周りの濃度を安全濃度範囲内に調

節しながら睡眠に困っている使⽤者が吸引する空気の⼆酸化炭素濃度を⼀時的に⾼めることによって、使⽤者に最適化された睡

眠環境を提供することができる。

【００９０】

以下では、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置について説明する。以下では、本発明の⼀実施形態に

よる⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システムとの相違点をより具体的に説明し、説明しなかった内容は本発明の⼀実施形態によ

る⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導システムで説明した内容と同じすることもある。

【００９１】

図４ａは、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略正⾯図である。図４ｂは、本発明の⼀実施形態

による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略側⾯図である。図４ｃは、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡

眠誘導装置の概略背⾯図である。

【００９２】

図５および図６は、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の流路部が展開されて噴射部で噴射部が排出

されることを順次的に⽰した図である。

【００９３】

図７は、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略斜視図である。図８は、本発明の⼀実施形態によ

る⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置の概略断⾯図である。図９は、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導

装置の⼀部のハウジングを除去して、内部を観察することができるように⽰した斜視図である。

【００９４】

図１、図４〜図９を参照すると、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００は、ハウジング６１０

および固定部６２０を含むことができる。前記ハウジング６１０は前記混合気体⽣成部１００を含むことができる。前記混合気

体⽣成部１００は、供給される⼆酸化炭素（ＣＯ２）と空気を混合して前記⼆酸化炭素の濃度が設定範囲を満⾜する混合気体を

⽣成することができる。前記混合気体⽣成部１００に対してはより具体的に後述する。

【００９５】

前記固定部６２０は、前記ハウジング６１０と連結され、⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００を固定することができ

る。前記固定部６２０の幅は前記ハウジング６１０の幅より広いこともある。ただし、これに限定されるのではなく、前記固定

部６２０は、⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００を固定することができれば、幅、形状などを特に限定しない。

【００９６】

前記ハウジング６１０および前記固定部６２０は⼀体である。ただし、これに限定されず、前記ハウジング６１０および前記固

定部６２０は、別個や、互いに締結される可能性がある。

【００９７】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００は、前記混合気体⽣成部１００および前記排出部２００

を含むことができる。

【００９８】

前記混合気体⽣成部１００は前記ハウジング６１０の内部に受容される。前記混合気体⽣成部１００は前記供給部１１０および

前記混合部１２０を含むことができる。前記混合気体⽣成部１００は前記貯蔵部１３０を含むことができる。前記混合気体⽣成

部１００は外部空気流⼊部１４０を含むことができる。

【００９９】

前記供給部１１０は、内部に⼆酸化炭素を貯蔵し、混合部１２０に⼆酸化炭素を供給することができる。前記供給部１１０は、

前記ハウジング６１０の内部に受容されることができる。前記供給部１１０は、前記外部空気流⼊部１４０および前記混合部１

２０の下部に提供されることができる。

JP 7377875 B2

11/24



【０１００】

前記供給部１１０は、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を含むことができる。これ

により、前記供給部１１０が本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００に使⽤されるのに適切なの

か、例えば、本物であるかどうかを確認することができる。

【０１０１】

前記供給部１１０は、⼆酸化炭素を供給する過程で内部に貯蔵された⼆酸化炭素を減少することができる。したがって、前記供

給部１１０が使い捨てである場合には供給部１１０の交替が可能なように、供給部１１０は混合部１２０に着脱または分離可能

に連結される構造でありうる。また、前記供給部１１０が再充填可能な繰返し⽤である場合には供給部１１０に⼆酸化炭素を注

⼊可能な構造でありうる。

【０１０２】

前記供給部１１０は、⼆酸化炭素を供給するための配管１５０を介して混合部１２０に連結されることができ、前記配管１５

０の上には⼆酸化炭素の流量を調節するためのバルブ１４５が設けられて配管１５０の開閉制御が可能である。

【０１０３】

例えば、前記バルブ１４５は制御部４００により電磁的に開閉が制御されるソレノイドバルブであってもよい。制御部４００は

バルブ１４５の開度を調節して混合部１２０に供給される⼆酸化炭素の流量を制御することができる。

【０１０４】

前記外部空気流⼊部１４０は、外部から外部空気を提供される。「外部」は前記ハウジング６１０の外部を意味することもあ

る。前記外部空気流⼊部１４０は、例えば、前記ハウジング６１０にペンの形で設けられることができる。前記外部空気流⼊部

１４０は、前記混合部１２０に外部空気を提供することができる。

【０１０５】

前記混合部１２０は、前記供給部１１０から⼆酸化炭素を供給され、供給された⼆酸化炭素と前記外部空気流⼊部１４０から提

供された外部空気を混合して⼆酸化炭素濃度が混合部基準３０，０００〜１００，０００ｐｐｍまたは３〜１０ ％、使⽤者吸気

基準１５，０００〜２５，０００ｐｐｍまたは１．５〜２．５％を満⾜する混合気体を⽣成することができる。

【０１０６】

前記混合部１２０はハウジング６１０の内部に受容されることができる。前記混合部１２０は、前記外部空気流⼊部１４０およ

び前記供給部１１０の間に提供されることができる。前記混合部１２０は前記排出部２００と連結される。前記混合部１２０は

前記流路部２１０と連結されて、混合空気を提供することができる。

【０１０７】

前記混合部１２０は、内部に収容空間が⽤意されたハウジング構造で構成され、⼆酸化炭素および外部空気を混合することがで

きる。図８を参照すると、前記貯蔵部１３０と⼀体でありうる。すなわち、前記混合部１２０は混合気体を⽣成し、⽣成された

混合気体を収容したり貯蔵したりすることができる。

【０１０８】

独⽴的な実験の結果、使⽤者吸気基準として空気中の⼆酸化炭素の濃度が１．５〜２．５％を満⾜する場合、使⽤者に眠気を誘

発して睡眠誘導が可能になることを確認した。

【０１０９】

本発明の⼀実施形態によれば、混合気体が使⽤者の顔⾯に提供されるか、または噴射される過程で、拡散によって濃度が薄くな

ることを考慮して、前記混合部１２０で⼆酸化炭素の濃度が３０，０００〜１００，０００ｐｐｍまたは３〜１０％を満⾜する

混合気体を⽣成することによって、噴射部２２０から１４〜２１ｃｍだけ離れた使⽤者の顔⾯に⼆酸化炭素濃度が１．５〜２．

５％である混合気体を提供することができる。

【０１１０】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００は、⽶国労働安定庁および韓国を含む世界各国の政府か

ら指定された⼆酸化炭素の露出安全濃度（以下、「安全濃度」）ＴＷＡ－５，０００／ＳＴＥＬ－３０，０００の範囲内で混合

気体を⽣成する。「ＴＷＡ－５，０００」は平均５，０００ｐｐｍ以下で８時間以下に、「ＳＴＥＬ－３０，０００」は３０，
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０００ｐｐｍで１５分以下に露出するのを意味する。

【０１１１】

すなわち、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００の前記混合部１２０は安全濃度範囲内で混合

気体を⽣成する。また、本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００は、前記排出部２００により、

使⽤者に前記混合気体を提供して、使⽤者の呼吸器の周りの濃度を安全濃度範囲内に調節しながら使⽤者に最適化された睡眠環

境を提供することができる。

【０１１２】

前記排出部２００は、例えば、接触式、短距離噴射式、および⻑距離噴射式のうち少なくとも⼀つの⽅式で混合気体を使⽤者の

顔⾯に噴射することができる。前記排出部２００が接触式で混合気体を噴射する場合、前記排出部２００はマスクを利⽤して混

合気体を噴射することができる。前記排出部２００が短距離噴射式で混合気体を噴射する場合、前記排出部２００は使⽤者の腕

や外部の外⼒を利⽤して混合気体を噴射することができる。前記排出部２００が⻑距離噴射式で混合気体を噴射する場合、前記

排出部２００は加湿器で気体が噴射される⽅式で混合気体を噴射することができる。

【０１１３】

図⽰されていないが、前記排出部２００は前記排出部２００から排出される混合気体の温度および湿度のうち少なくとも⼀つを

調節する温湿度調節部を含むことができる。例えば、前記排出部２００から排出される混合気体の温度は、例えば、熱線によっ

て調節されることができる。例えば、前記排出部２００から排出される混合気体の湿度は、加湿器によって調節されることがで

きる。

【０１１４】

前記排出部２００は、混合気体を移動させるための流路部２１０と、前記流路部２１０を介して渡される混合気体を噴射するた

めの噴射部２２０と、を含むことができる。

【０１１５】

前記流路部２１０は、前記噴射部２２０と使⽤者の顔⾯との間の設定距離ｄを調節するか、または維持させられるように伸縮ま

たは形状変更可能な構造でありうる。図５〜図６を参照すると、前記流路部２１０はヒンジを介して曲がることができる。図５

〜図６では、前記流路部２１０が⼀度曲がるのを例⽰したが、前記流路部２１０は⼆度以上の複数回曲がることもできる。

【０１１６】

前記流路部２１０は、例えば、使⽤者が利⽤しない時には曲がって前記ハウジング６１０の側部に受容されて、占める空間を減

らすことができる。例えば、前記流路部２１０は、使⽤者の使⽤時に、前記ハウジング６１０の側部から離れて、図６に⽰され

た形態で使⽤することができる。この時、前記噴射部２２０と使⽤者の顔⾯との間の距離は前記流路部２１０の位置を調節して

設定することができる。

【０１１７】

前記流路部２１０は、⼀端が前記混合部１２０に連結され、他端が前記噴射部２２０に連結され、その内部に⽤意された流路を

介して混合気体を前記噴射部２２０に移動させることができる。前記流路部２１０は、例えば、内部に混合気体提供管を含み、

混合気体を前記噴射部２２０に移動させることができる。

【０１１８】

前記噴射部２２０は、前記流路部２１０の他端に連結され、前記流路部２１０を介して伝達された混合気体を使⽤者の顔⾯に向

かって噴射することができる。

【０１１９】

前記噴射部２２０は、混合気体を噴射する少なくとも⼀つ以上の噴射⼝２２１を有することができる。

【０１２０】

前記噴射部２２０は、流路部２１０に連結されて使⽤者の顔⾯から設定距離ｄだけ離れている⾮接触状態であり、このような⾮

接触による噴射を介して使⽤者に不便さや不快感を誘発しないで睡眠を誘導することができる。

【０１２１】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００は、前記センサー部３００および前記制御部４００を含

むことができる。
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【０１２２】

前記センサー部３００は、距離測定センサー３１０、濃度測定センサー３２０および睡眠状態感知センサー３３０を含むことが

できる。

【０１２３】

例えば、前記センサー部３００は、⼀⽅側に前記噴射部２２０が提供される前記流路部２１０の他⽅に提供されることができ

る。

【０１２４】

図⽰されていないが、前記センサー部３００は使⽤者が睡眠状態または⾮睡眠状態である場合、使⽤者の⽣体指標を把握できる

⽣体指標センサー部をさらに含むことができる。例えば、前記⽣体指標センサー部は使⽤者の⼼拍数、⾎圧などを測定すること

ができる。前記⽣体指標センサー部は接触式または⾮接触式でありうる。前記⽣体指標センサー部が接触式である場合、前記⽣

体指標センサー部は、例えば、使⽤者と接触する接触センサーでありうる。前記⽣体指標センサー部が⾮接触式である場合、前

記⽣体指標センサー部は、例えば、使⽤者と接触しない⾮接触式レーダーでありうる。

【０１２５】

前記⽣体指標センサー部が使⽤者の⽣体指標をセンシングすると、前記制御部４００は使⽤者の⽣体指標に基づいて使⽤者の睡

眠パターン、睡眠の質などを把握することができる。必要な場合、前記⽣体指標センサー部は使⽤者の睡眠状態を確認できるカ

メラと連動して、前記制御部４００に使⽤者の睡眠パターン、睡眠の質などを提供することができる。この時、前記⼆酸化炭素

を利⽤した睡眠誘導装置１０は使⽤者の睡眠状態を確認できるカメラをさらに含むことができる。

【０１２６】

前記制御部４００は、使⽤者の睡眠パターン、睡眠の質などを把握した後、病院訪問などが必要なのかなど、使⽤者に必要な個

別のフィードバックを提供することができる。

【０１２７】

図⽰されていないが、前記センサー部３００は使⽤者の⾳声を認識できる⾳声認識部を含むことができる。例えば、前記⾳声認

識部が使⽤者の⾳声を認識すると、前記制御部４００は使⽤者の⾳声により、濃度調節、電源のオンオフなどの機能を実⾏する

ことができる。前記⾳声認識部は、例えば、⼈⼯知能スピーカーでありうる。

【０１２８】

図⽰されていないが、前記⾳声認識部で認識された第１使⽤者の⾳声は⾳声録⾳部に録⾳されることができる。前記⾳声録⾳部

に録⾳された第１使⽤者の⾳声は前記制御部４００に提供され、第１使⽤者または第２使⽤者の睡眠時に提供されることができ

る。例えば、⾚ん坊の両親は前記⾳声認識部および前記⾳声録⾳部を通じて、⾳声を録⾳することができる。前記制御部４００

は、⾚ん坊の睡眠時に、録⾳された⾚ん坊の両親の⾳声（例えば、両親の⼦守唄）を⾚ん坊に提供して⾚ん坊の睡眠を助けるこ

とができる。

【０１２９】

第１使⽤者の⾳声は、外部端末５０、例えば、携帯電話などに設置されたアプリを介して録⾳され、第１使⽤者または第２使⽤

者の睡眠時に提供されることもできる。

【０１３０】

前記制御部４００は、測定された前記⼆酸化炭素濃度に基づいて前記混合気体⽣成部１００で⽣成される混合気体の⼆酸化炭素

濃度を設定範囲内に調節する。

【０１３１】

図⽰されていないが、前記制御部４００は使⽤者それぞれに最適化された混合気体の濃度を決定し、それに応じて、混合気体の

濃度を調節することができる。前記制御部４００は、使⽤者それぞれに最適化された混合気体の濃度を決定する際に、使⽤者の

性別、年齢、⾝⻑、体重などの要素のうち少なくとも⼀つを考慮することができる。

【０１３２】

本発明の⼀実施形態による⼆酸化炭素を利⽤した睡眠誘導装置１０００は、前記混合部１２０において安全濃度範囲内で混合気

体を⽣成し、前記排出部２００により、使⽤者に前記混合気体を提供して、使⽤者の呼吸器の周りの濃度を安全濃度範囲内に調
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節しながら睡眠に困っている使⽤者が吸引する空気の⼆酸化炭素濃度を⼀時的に⾼めることによって、使⽤者に最適化された睡

眠環境を提供することができる。

【０１３３】

以上により、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、特許請求の範囲と発明

の詳細な説明および添付した図⾯の範囲内で様々に変形して実施することが可能であり、これも本発明の範囲に属するのは当然

である。

【図１】

JP 7377875 B2

15/24



【図２】

【図３】
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【図４ａ】
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【図４ｂ】
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【図４ｃ】
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【図５】
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【図６】
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【図７】
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【図８】
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【図９】
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